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SNSデータを使った「メンヘラ」の予測

伊藤 智彦1,a) 中里 秀則1

概要：愛情が暴走して他者を傷つけてしまったり、SNSで「死にたい」とツイートするような人は「メン
ヘラ」と呼ばれ、社会問題化している。このような人が自分自身や周囲の人を傷つけ、大きな問題になる
前に適切にフォローする必要がある。本稿では、このメンヘラに該当する人を見つけることを目指し、ツ
イートデータの学習による探索を行った結果を報告する。特にメンヘラカルチャーを代表する「#病み垢
さんと繋がりたい」というハッシュタグに注目し、このハッシュタグに投稿する人が、メンヘラの性向を
もっていると仮定し、そのハッシュタグをもつツイートを学習データとして、一般のツイートから同様の
性向を探索した。

Predicting “Menhera” Using Social Network Data

1. はじめに
近年、「メンヘラ」という単語がある。この単語は 2010

年頃に掲示板「2ちゃんねる」(現「5ch」)[8]のメンタルヘ
ルス板から始まるスラングであり、まだ厳密な定義はない。
一般的には「メンヘラ」という単語には否定的な印象を

抱くことが多く、それはメンヘラにまつわるネガティブな
話題が多いからだろう。特に 2019年 5月に発生した好き
すぎて彼氏を刺した事件 [5]は記憶に新しいだろう。この
女性は「好きで好きでしかたなかった」「一緒にいるため
には殺すしかないと思った」と語っており、支配欲が暴走
した結果だと考えられている。この事件はまさに「行きす
ぎたメンヘラ」の結果だと捉えた人は多く、メンヘラな人
と言えば否定的な印象を抱くことに拍車がかかったように
思う。
この事件はあまりにも極端だが、ニュースに取り上げら

れるような派手な事件ではなくとも、日常的に問題は起こっ
ており、メンヘラは社会問題化している。現在、Twitterな
どのマイクロブログやその他の SNSには様々な情報が発
信されているが、この SNSを起点にした問題が特に多い。
例えば、Twitterで「つらい」「寂しい」とツイートしてい
るアカウントに片っ端から DMを送り、優しい人のふり
をして心の隙間につけ込もうとするユーザがいる。他にも
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「家出したい」「死にたい」といったツイートをする、悩ん
でいたり寂しかったりする若者が狙われる傾向にある [1]。
「つらい」や「死にたい」などの精神的に病んでいるよ
うなツイートをすることで日頃の愚痴や悩みを吐き出すた
めのアカウントは「病み垢」と呼ばれる。もちろん「病み
垢」自体は悪いものではなく、自身の悩みをツイートした
り、他のユーザから共感されたり同じ悩みを抱える人に相
談することで救われる人がたくさんいることも確かであ
る。SNSによってはネガティブな内容を発信しようとする
とサービス側から発言を規制・制限をされたり、運営から
メッセージが届くものがある。例えば Twitterでは特定の
キーワードで検索をすると検索欄の一番上に自殺防止セン
ターへの連絡先が表示されるという仕様がある。このよう
な機能や仕様は一定の成果をあげてはいるものの、拾いき
れていないユーザ層もいる。
これらの社会的な背景から、SNSを禁止したり利用に制

限をかけたりすることなく、このような問題や事件を未然
に防ぐ必要があると考える。そこで、本研究ではまずはト
ラブルに巻き込まれ得る「病み垢」と病み垢カルチャーを
代表する「#病み垢さんと繋がりたい」というハッシュタ
グに注目し、Twitterのデータからツイート主がメンヘラ
かどうかを予測した。

2. メンヘラとは
「メンヘラ」という単語はスラングであり、まだ厳密な
定義はない。本章ではその「メンヘラ」についてまとめた。
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2.1 語源
「メンヘラ」という単語の由来は 2010年頃に掲示板「2

ちゃんねる」(現「5ch」)[8]のメンタルヘルス板から始ま
る。メンタルヘルス板の正式名称は「メンタルヘルス＠
2ch掲示板」で、精神疾患・精神科に関する専門的な話題
を扱う掲示板である。当事者同士が意見交換するなかでメ
ンタルヘルス（精神衛生）の略語として「メンヘル」が広
まりはじめた。そして、このような掲示板を利用する人を
英語の接尾辞 -er を加えて「メンヘルな人」という意味で
「メンヘラー」という言葉が生まれた。これが後に「メンヘ
ラ」へ変化したとされている [10]。

2.2 現代の「メンヘラ」の解釈
語源から精神疾患という印象を抱きやすいこの単語だが、

使われていくうちに「メンヘラ」が指すものが変わってき
た。特に、若い世代では比較的ライトで恋愛に関連するイ
メージで使われている。実際、近年では「誰かに愛情を向
けてもらいたいという傾向を持つ」[34]、「ニュアンスの曖
昧な言葉」、「否定的な言葉とは言い切れない側面も持ち合
わせています」[6]という解釈がなされている。この「否定
的な言葉とは言い切れない側面」というのは、ファッショ
ン要素としての「メンヘラ」があるからである。代表的な
例として「病みかわいい」呼ばれるファッションのジャン
ルがある。この言葉は江崎びす子によって生まれたもの
で、「『ゆめかわいい』という言葉に『病み』の要素がたさ
れた派生語」であり、「病みの要素とは『自殺・殺人』『暴
力・暴言』『リスカ・自傷』『薬』など」だという [11]。他
にも「地雷メイク」などもあり、ここにおいて、「メンヘ
ラ」は一つの自己表現として使われており、恋愛文脈とは
違った独自の意味合いで使用されている。さらに、異性に
かまってもらいたいためにメンヘラを装う「ファッション
メンヘラ」という言葉もあり、「メンヘラ」はある種ブラン
ド化し、メンヘラであることをステータスにすることもあ
る。[4]ではファッションとして病んでいる風な演出をする
ことを ”Beautiful Suffering” と表現し、問題視している。
メンヘラの特徴は境界型パーソナリティ障害と似ている

ため、精神疾患と混同されることもあるが、ここまで見て
きた通り語源が精神疾患の文脈から来るだけであり、「メ
ンヘラ」という単語はなんらかの精神疾患を表すものでは
ない。
ここまでをまとめると、現代の「メンヘラ」とは「他者

との関わり、特に異性から向けられる愛情を強く求めてお
り、恋愛面での人間関係が原因で病みやすい人」という解
釈ができる。

2.3 メンヘラに関連する研究
メンヘラについての研究としては松崎良美の研究 [34],

[35], [36]が挙げられる。メンヘラに関連する用語を “メ

ンタルヘルス・スラング (MHS)”と定義し、MHSの使用
について考察されている。[34]では「メンヘラ」は
「自分という存在がそっぽを向かれるのは何より
恐れるが、自分以外の他人がどうなっても知った
ことではない、一言で言えば『愛してくれないな
らここで死んでやる！』」という感情を持ち合わ
せているとされる点で特徴的

と説明されており、調査対象者の 90.8%が「メンヘラ」と
いう単語を目や耳にしたことがあるという結果が得られて
いる。また、[35]では

困難な状況に直面した本人が、MHSによってセ
ルフ・ラベリングすることで、一定の意味を見出
していた

という結論を得ている。
吉田純也の研究 [32] では 2017 年に作成されたメンヘ
ラ.jp[9]というメンタルヘルスに問題を抱えた方がより良
い生活をおくることを支援するためのWebサイトの文章
をクラスタ分析し、自殺統計データとの類似点を指摘して
いる。分析の結果、メンヘラの抱 える悩みは大きくわけて
「薬」「心身の症状」「家庭」「学校」「仕事」「人間関係」「死
生」であると結論付け、さらに「人間関係」の中でも「現
実世界の人間関係」や「非現実世界の人間関係」の問題な
ど、より詳細な原因を明らかにした。
メンヘラという単語は使用していないが、メンヘラの特

徴と似たものを扱っている研究も紹介する。[37]が作成し
た恋人分離不安尺度では「自分のことを考えていて欲しい
と思う」「相手を独占したいと思う」などが項目として挙
げられている。メンヘラと似た属性としてあるバンギャ
(ヴィジュアル系ロックバンドを熱狂的に支持する十代半
ばから二十代後半の女性達)のアイデンティティ構築につ
いての研究では、自傷行為は
敢えて自己の苦痛と悲しみと叫びとを身体を通じ
て再確認しようとし、時に、自傷行為すら厭わず、
そこに生きる自己を確認しようとする

行為であると考察されている [33]。 さらに、自傷行為の中
でもリストカットに焦点を当てた研究 [14]ではリストカッ
トを「皮膚を切りつける、引っ掻くなどして傷つけ、血液
が流れて傷跡が残るようにする意図的な行為」と定義して
いる。リストカットをする人を「カッター」と表現し、自
傷行為は心理的苦痛を抱える人には比較的受け入れられた
習慣であると述べている。
「メンヘラ」という属性は英語では意味がやや広い “al-

ternative teenagers”, “stigmatized groups”と表現されて
いる。[31]では自殺意図のない自傷行為は心理的苦痛を抱
えるときに他者からの助けを求める有効なコミュニケー
ション手段と見なされていることが示唆されている。[18]

ではうつ病を抱える人はうつ病であることを自己のアイデ
ンティティにする傾向にあるという結果が得られている。

2ⓒ 2021 Information Processing Society of Japan

Vol.2021-IS-155 No.5
2021/3/8



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

2.4 メンヘラを取り巻く問題
メンヘラを取り巻く問題を一言で表すなら「病んだ状態

にうまく対処できないメンヘラは自分自身や周囲の人を傷
つけてしまう」ことである。周囲の人を傷つけてしまうと
いうのは、まず思い浮かぶのは 2019年 5月に発生した好
きすぎて彼氏を刺した事件?だろう。この女性は「好きで
好きでしかたなかった」「一緒にいるためには殺すしかな
いと思った」と語っており、支配欲が暴走した結果だと考
えられている。この事件はあまりにも極端だが、直接傷つ
けてしまう以外の例もある。[37]では恋人を支配する行動
の項目に暴力的な支配行動と束縛的な支配行動を複数項目
挙げている。自分自身を傷つけるのは自殺以外にも、前述
した自殺意図のない自傷行為 (NSSI)がある。病み垢のツ
イートには自傷行為をした画像を載せたものが少なくない
が、これは NSSIはコミュニケーション手段だから [31]で
ある。自傷行為のアピールをすることでに他者からの助け
を求めたり、自らのアイデンティティを確保するため [6]

である。しかし、[22]が指摘するように、SNSで共有され
た自傷行為の様子は見た者の好奇心をあおり、自分も自傷
行為を試みようとする気持ちを増大させる可能性がある。
もう一つ、病んだ状態に対処するための手段としてNSSI

と並んでメジャーな選択肢が SNSで話し相手を探すとい
うことがある。メンヘラと呼ばれる人が頻繁に使用する
SNSやウェブサービスは複数あり、代表的なものとして
Twitterが挙げられる。Twitterでメンヘラであることを
前提にして他者と交流する目的のアカウントは「病み垢」
と呼ばれる。「病み垢」を作る理由として
• 不満や愚痴を吐き出したい
• 吐き出した不満を共有したい
• 他にも似た不満やつらさを抱えている人と共感しあい
たい

• 病んでいる自分に浸りたい
などが挙げられる。これらの理由をまとめると、「病み垢」
の役割には大きく分けて自己表現としての機能と社会的
な機能の 2つがある。[18]にもある通り、自らのアイデン
ティティを確保し、コミュニティに属することが目的であ
る。ハッシュタグを含めたツイートをすることで他の病み
垢と繋がるという方法がよく使われる。この際に使用され
るハッシュタグとして代表的なものとして「#病み垢さん
と繋がりたい」「#メンヘラさんと繋がりたい」「#病み垢」
「#リスカ」などがある。これらのハッシュタグによって他
のアカウントと繋がり話し相手を探すことが多いが、そこ
からトラブルに巻き込まれることも少なくない。例えば、
「泊め男」と呼ばれる、家出少女を自宅に泊める男性がい
る。[7]で取り上げられている事件を簡潔に述べると、男性
が女子中学生を 4日間自宅に寝泊まりさせ、容疑として未
成年者誘拐の疑いになったという事件である。この際に被
害者は「監禁ではない」、容疑者は「誘拐ではない」と供述

しており、
一方ともう一方が、加害意識、被害意識もなく結
びついてしまった

と表現されている。また、SNSで繋がるきっかけとして
「#家出」「#家出少女」などのハッシュタグが紹介されて
いる [7]。
ニュースとして取り上げられた表立った事例はまだ少な

いが、病み垢カルチャーとは馴染みのない人が見えないと
ころで、病み垢を持つユーザーは前述した「#病み垢さん
と繋がりたい」「#メンヘラさんと繋がりたい」などのハッ
シュタグを通して日常的に「大丈夫？」「話聞くよ？」な
どの連絡を受けている。その中には性的な目的のユーザか
らの連絡も多いが、かまってもらうためには仕方なく応じ
るしかないという構図が出来上がっている。このようなや
りとりを通して病み垢ユーザは傷つき、また話を聞いてく
れる人を求めて他のユーザと繋がるというループが生まれ
る。「病み垢」にはつらい気持ちを吐き出して気持ちを整
理する、共感できる人と繋がれるなど、病んでいる人の救
いになる一方で、このような負の側面もある。
ここまで見てきたことをまとめると、本研究ではメンヘ

ラを「人間関係、特に恋愛的な理由から病みやすく、病ん
だ状態にうまく対処できないあまり自分自身や周囲の人を
傷つけてしまう人」と定義する。そして、このような人た
ちが先に見たような大きな問題が発生する前に適切なフォ
ローをできるよう、このような問題を抱えた人を見つける
ことが本研究のモチベーションである。
その中でもメンヘラカルチャーを代表する「#病み垢さ

んと繋がりたい」タグに着目し、このハッシュタグに投稿
する人がメンヘラの性向をもっていると仮定した。本研究
では「#病み垢さんと繋がりたい」に投稿する人のツイー
トを学習データとして、一般のツイートから同様の性向を
探索した。

3. 先行研究
本研究ではメンヘラを「人間関係、特に恋愛的な理由か

ら病みやすく、病んだ状態にうまく対処できないあまり自
分自身や周囲の人を傷つけてしまう人」と定義し、特に病
み垢やハッシュタグを使って話し相手を探したり、自傷行
為の様子を SNSに載せる人に注目した。しかし、このよ
うなハッシュタグを使いそうな人を予測する先行研究はま
だないため、ここでは「メンヘラ」の語源となった精神疾
患を予測する先行研究を紹介する。
オンラインで精神疾患を予測する研究は多数存在する。

採用される手法は [28] など、古くから SVM がよく使わ
れてきた。他にも、不完全なテキストデータに立ち向か
うために n-gram,LDA,トピックモデリングが使われてき
た [17],[15],[26]。[19]ではWord2VecやGloVe Word Clus-

tersが精神疾患になりやすいユーザの判別に効くことが研
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究されている。
う つ 病 以 外 の 事 例 だ と PTSD を 予 測 す る 研
究 [15],[16],[17],[27]、不安障害や強迫性障害を予測す
る研究 [16],[21]、境界性パーソナリティ障害や双極性障害
を予測する研究 [15],[16],[20]なども存在する。
Twitter以外のWebサービスも使用している研究事例と
しては、馬場隆寛らの研究 [30]では悩み相談掲示板のココ
オル [12]をソースとしている。ココオルはメンタルヘルス
の相談を専門家に相談することや、ユーザ同士で会話がで
きるWebサービスである。この研究では手法には n-gram

の Bag-of-Wordsと SVMを採用し、テキストからうつ病
が陽性か陰性かを予測している。また、特徴のある単語も
分析しており、日常的に発信されるテキストからうつ病
の陽性を予測できると結論づけている。他にも Twitterの
データを使用して学習したモデルを使って中国のミニブロ
グサイトであるWeibo[13]上のデータでうつ病を予測する
研究 [29]が存在する。

4. 手法
4.1 前処理
Twitterからはツイート本文や画像に加え、ツイートの
時刻や現在地、さらにユーザのプロフィール文などのデー
タも取得することができる。本論では文章のみ、具体的に
はツイート本文とユーザのプロフィール文を入力する。そ
のため、収集したツイートに次の前処理を行った。まずツ
イートからURLと画像を除去し、文章のみにした。文章か
らは記号と数字を取り除き、英単語は大文字をすべて小文
字に変換した。後述する手法では単語ベースのアプローチ
も採用するため、文章を単語単位に分割する。本研究では
文書を単語に分割する形態素解析器として、京都大学情報学
研究科－日本電信電話株式会社コミュニケーション科学基
礎研究所共同研究ユニットプロジェクトを通じて開発され
たオープンソースの形態素解析エンジンMeCab[2]を使用
した。MeCabには初期から導入されているMecab-ipadic

というシステム辞書が使用されているが、この辞書は固有
表現や新語に弱いという特徴があり、固有名詞を適切に分
割できないことがある。例えばうつ病などを扱う上で頻出
する「希死念慮」という単語は Mecab-ipadicを使用する
と「希死」と「念慮」に分割されてしまう。このままでは
メンヘラ特有の単語を適切に分割できないため、辞書には
新語・固有表現に強い mecab-ipadic-NEologd[3]を採用し
た。この辞書は定期的に新しい固有表現を追加しており、
これにより初期から導入されている辞書では適切に分割で
きなかった単語も扱えるようになる。単語に分割された文
章から、名詞, 動詞, 形容詞のみを取り出し、動詞と形容詞
は終止形に変換した。
ストップワードと呼ばれる、分類に寄与しない一般的な

単語は、出現頻度が高い割に役に立たず予測精度に悪影響

を与えるため、取り除く必要がある。英語では ”a”, ”the”,

”but”, ”what”など、日本語では「は」「が」「を」などのひ
らがな一文字から成る助詞や指示語、句読点などが代表例
である。前処理の最後にストップワードを除去した。

4.2 特徴量の抽出
特徴量の抽出の手法をを 3つ比較した。

4.2.1 uni-gram

uni-gramとは 1文字単位の N-gramであり、文書を文字
単位に分割してベクトルで表現することで特徴量を得る手
法である。データセットに出現した各文字の出現回数を数
え上げたものがその文書のベクトルとなる。このため、文
字の出現順序は考慮されない。
4.2.2 Bag of Words

Bag of Words(BoW) は uni-gram を単語レベルにした
ものである。文書を単語に分割し、文書中に出現する単
語を数えたものがその文書のベクトルとなる。BoWでは
uni-gram同様、単語が出現する順番は考慮されない。
4.2.3 分散表現
分散表現、または埋め込み (word embedding) とは主に

単語や複合語などの自然言語の構成要素にベクトルを割り
当て、空間内の 1つの点を 1つの単語や複合語と見なす手
法である。近年、単語分散表現であるWord2Vec[23] [24]

[25] などが注目を集めている。単語分散表現は通常数十か
ら数百次元のベクトルになり、前の 2つの手法に比べて低
次元で密なベクトルになるので表現力が高いということが
強みである。分散表現は単語の使用方法に基づいて学習さ
れる。これにより、同様の方法で使用される単語同士は近
いベクトルになり、単語同士の意味が似ているということ
を捉えることができる。

4.3 分類の手法
分類の手法を 3つ比較した。

4.3.1 Support Vector Machine

Support Vector Machine(SVM)は教師あり学習のアル
ゴリズムで、分類と回帰の両方の課題に使用できる機械学
習分類器である。SVMの目的は n次元空間 (nは特徴量の
次元数)に 2クラスのデータをプロットした際に、各点と
の距離が最大となるマージン最大化超平面を求めることで
ある。シングルカーネル SVMは、ソーシャルメディアを
含むさまざまなドメインのデータ分析に広く使用されてお
り、線形 SVMはテキスト分類の最もパフォーマンスの高
い方法の 1つであることが古くから知られている。
4.3.2 Naive Bayes

Naive Bayesの元となる確率モデルは独立性仮定と共に
ベイズの定理 (式 1 )を適用することに基づいており、教
師あり学習の設定で用いられ、多くの実用例では単純ベイ
ズ分類器のパラメータ推定には最尤法が使われる。

4ⓒ 2021 Information Processing Society of Japan

Vol.2021-IS-155 No.5
2021/3/8



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

P (label | features) = P (label)×P (features | label)
P (features)

(1)

Naive Bayesは Bag of Wordsと相性が良く、単語の共
起情報を用いて予測することに向いており、SVMと並ん
でテキスト分類で広く使われる手法である。。

4.4 Random Forest

Random Forestは決定木を弱学習器とするアンサンブル
学習アルゴリズムであり、分類、回帰、クラスタリングに
用いられる。名前の由来はランダムサンプリングされた教
師データによって学習した多数の決定木を使用することに
よる。学習過程は、まずブートストラップ法によるランダ
ムサンプリングによって訓練データからB組のサブサンプ
ルを生成し、次に各サブサンプルを訓練データとしてB本
の決定木を作成する。その後、これらの決定木の出力を、
分類ならば多数決を、回帰ならば平均値を Random Forest

の出力とする。

4.5 評価指標
精度の評価には accuracy, precision, recall, F-measure

を使用し、以下のように定義される。Accuracyは正と予
測したもののうち、実際に正であったもの、または負と
予測したもののうち、実際に負であるものの割合である。
Precisionは正と予測したデータのうち，実際に正であるも
のの割合、Recallは実際に正であるもののうち，正である
と予測されたものの割合である。F-measure は Precision

と Recallの調和平均である。

5. データ分析
5.1 使用したデータ
Twitterから収集したデータを使用する。ツイートから
ツイート主が「#病み垢さんと繋がりたい」を使ったこと
がある人と同じような問題を抱えている人を見つけること
が本研究の目的である。
そこで、今回は 2020年 6月 18日から 2020年 10月 22

日までの間にハッシュタグ「#病み垢さんと繋がりたい」
を使用したことのあるアカウントをメンヘラとみなし、メ
ンヘラ側の学習データとして 84804件のツイートを収集し
た。対する非メンヘラのデータとしては日本語のツイート
をランダムに 84804件収集した。期間は同様に 2020年 6

月 18日から 2020年 10月 22日の間のツイートである。ど
ちらもリプライは含まず、ハッシュタグ入りのツイートも
除外してある。入力する文書はツイートのみのものと、ツ
イートとそのユーザのプロフィール文を足し合わせたもの
の 2種類を使用して比較する。ユーザのプロフィールを含
めることで「どんな人が」「どんな文章を書くか」を考慮す
ることができる。

表 1 両データの頻出語の比較
Table 1 Comparison of Frequent Words.

メンヘラの頻出語 非メンヘラの頻出語
単語 出現回数 単語 出現回数
垢 20578 好き 15334

病み垢 19082 垢 10532

dm 13780 フォロー 9767

くれる 10447 推す 7503

フォロー 9369 成人 6353

好き 8178 bot 6148

依存 7533 見る 6072

フォロバ 7106 ゲーム 5574

病む 6869 言う 5196

通話 6442 大好き 4850

絡む 5835 済 4655

いい 5823 くん 4524

愚痴 5480 くれる 4479

エロ 5153 いい 4476

言う 5080 呟く 4164

死ぬ 4661 描く 4043

寂しい 4599 無言 3985

成人 4289 絵 3982

生きる 4212 最近 3926

line 4107 今日 3719

5.2 頻出語の比較
まず、テキストデータの違いについて分析した。両デー

タの頻出語の上位 20単語を比較すると以下の表 1のよう
な結果になった。
非メンヘラの頻出語からはユーザが自分の好きなものや

近況を共有する意図の単語が頻出している。対するメンヘ
ラの文章には「病み垢」「依存」「病む」「死ぬ」「生きる」な
ど、メンヘラ特有の単語が頻出している。また、「dm」「通
話」「絡む」「寂しい」「line」などが頻出することから積極
的に他者と繋がっていたい、話していたいという欲求が現
れていると考えられる。

5.3 願望の表現を含む単語
次に、メンヘラ側のツイートから、願望の表現を含む単

語を抽出し、頻出した単語の上位 15個をまとめたものが
表 2である。
最も多い「死にたい」という単語が圧倒的に多く、2番

目に多いものと大きく差をつけている。「愛されたい」「必
要とされたい」「依存したい」などの表現は [34]が述べて
いる「自分という存在がそっぽを向かれるのは何より恐れ
る」という特徴に当てはまっている。
また、「死にたい」以外にも「消えたい」や、その裏返し

である「生きたい」は [34]が述べている「『愛してくれな
いならここで死んでやる！』という感情を持ち合わせてい
る」という特徴の現れであると考えられる。
「死にたい」の次に頻出している「繋がりたい」や、それ
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表 2 願望の表現を含む単語
Table 2 An Example of Table.

単語 出現回数
死にたい 4306

繋がりたい 855

愛されたい 802

話したい 746

消えたい 609

されたい 599

生きたい 599

行きたい 549

必要とされたい 478

絡みたい 410

認めてほしい 362

食べたい 343

依存したい 335

仲良くしたい 334

やりたい 298

いきたい 293

と似ている「話したい」「絡みたい」「仲良くしたい」など
の単語は病み垢の役割の 1つである社会的な機能と結びつ
いていると解釈でき、ここでも積極的に他者と繋がってい
たい、話していたいという欲求が現れていると考えられる。
先述したように、ハッシュタグは前処理で取り除いている
ため、「繋がりたい」をはじめとした願望の表現は、「#病
み垢さんと繋がりたい」などのハッシュタグに含まれるも
のではなく、地の文で書かれたものである。ここからも社
会的な機能の強さがうかがえる。
他にも上位 15個には含まれなかったが「リスカしたい」

「切りたい」などの NSSIを表す単語もあり、第 2章で述べ
たメンヘラの特徴がよく現れていると言える。

6. 評価
6.1 学習と予測の結果
本研究では「#病み垢さんと繋がりたい」タグを過去に

使用したことのあるアカウントのツイートをモデルに学習
させ、入力したツイートが「#病み垢さんと繋がりたい」
タグを過去に使用したことのあるアカウントかどうかを
予測することでモデルの精度を評価した。手法としては
uni-gramと SVMの組み合わせ、 Bag of Wordsと Naive

Bayesの組み合わせ、単語分散表現と Random Forestの組
み合わせを使用した。
表 3 がツイートのみを入力した際の予測結果の精度で

ある。
次に、ツイートに加え、ツイートしたユーザのプロフィー

ル文を含めた文章を入力した際の予測結果の精度をまとめ
たものが表 4がである。
表 3,表 4の予測結果にある通り、Accuracyで最大 87.0%

の精度を達成した。この結果からメンヘラ特有の表現をう

まく抽出できていることを示した。ツイートとユーザのプ
ロフィールを入力し、単語分散表現を特徴量とし、Random
Forestで予測することが最も精度が高いことがわかる。

6.2 議論
本研究で学習に使用したデータは、「#病み垢さんと繋が

りたい」タグを過去に使用したことのある人がメンヘラの
性向をもっていると仮定し、ツイートを収集したが、ここ
で論点になるのが教師データのアノテーションについてで
ある。
「#病み垢さんと繋がりたい」タグを過去に使用したこ

とのあるアカウントのツイートをメンヘラとみなして教
師データに使ってよいかどうかである。もちろん病み垢も
常に病んだツイートをしているわけではなく、日常的なツ
イートをすることもあるだろう。そのため、特に病んだ内
容ではないツイートもメンヘラ側のデータとして扱われて
しまった。これの対策としてツイートの文章に合わせてプ
ロフィール文も入力することでノイズに対処した。
本研究ではメンヘラを「人間関係、特に恋愛的な理由か

ら病みやすく、病んだ状態にうまく対処できないあまり自
分自身や周囲の人を傷つけてしまう人」と定義し、自分自
身や他者を大きく傷つけて深刻な問題に発展する前に適切
なフォローをできるようにすることが必要であると述べて
きた。その中でも特に SNSで「病み垢」というアカウン
トを持ち、「#病み垢さんと繋がりたい」というハッシュ
タグを使って話し相手を探す人に注目してきた。実験の結
果、ハッシュタグを使う人の書く文章の特徴を見つけるこ
とができた。もちろん全ての「病み垢」ユーザがトラブル
に巻き込まれるわけではないため、「病み垢」を使う人の
うち、特にどのような文章を書く人が SNSを通じてトラ
ブルに巻き込まれやすいかという特徴はまだ見つかってい
ない。これを実現するには究極的には実際にトラブルに巻
き込まれた又は巻き込まれうる状況だったアカウントのツ
イートを教師データにすることが理想である。しかし、実
際にこのデータを集めるのは困難であるため、本研究では
「#病み垢さんと繋がりたい」タグを使ったことのある人
のツイートと似た文章を書く人を見つけることを目的とし
た。本研究だけでは病んだ状態にうまく対処できずに自分
自身や周囲の人を傷つけてしまう前にフォローが必要な人
すべてを見つけることはまだできていない。こちらは今後
の展望としたい。

7. おわりに
本稿ではメンヘラに該当する人を見つけることを目指し、

メンヘラカルチャーを代表する「病み垢さんと繋がりた
い」というハッシュタグに注目し、このハッシュタグに投
稿する人が、メンヘラの性向をもっていると仮定し、その
ハッシュタグをもつツイートを学習データとして、一般の
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表 3 予測結果 ツイートのみの場合
Table 3 Prediction Results of Only Tweets

手法 Class Accuracy Precision Recall F-measure

unigram Overall 0.70861779 — — —

positive — 0.68355879 0.75819483 0.71894495

negative — 0.73865857 0.66069104 0.69750275

BoW Overall 0.71816789 — — —

positive — 0.70610758 0.73080179 0.71824249

negative — 0.73065671 0.70595455 0.71809326

単語分散表現 Overall 0.71045102 — — —

positive — 0.72084828 0.68744104 0.70374842

negative — 0.70096463 0.73348681 0.70374842

表 4 予測結果 プロフィール文を含めた場合
Table 4 Prediction Results of Tweets With User Bio.

手法 Class Accuracy Precision Recall F-measure

unigram Overall 0.80655547 — — —

positive — 0.83252941 0.76584151 0.79779427

negative — 0.78457352 0.84699242 0.81458899

BoW Overall 0.85865012 — — —

positive — 0.87843395 0.83138720 0.85426332

negative — 0.84099251 0.88572754 0.86278054

単語分散表現 Overall 0.87019062 — — —

positive — 0.90282486 0.82801360 0.86380246

negative — 0.84284091 0.91188886 0.87600638

ツイートから同様の性向を探索した。頻出する単語の分析
からメンヘラの特徴が現れていることがわかる。予測精度
は単語分散表現の和を文書の特徴量として Random Forest

で学習することで accuracyが 87.0%であった。この結果
から一般のツイートからメンヘラの性向を見つけることが
できると言える。
メンヘラであることは問題ではなく、病んだ状態にうま

く対処できずに自分自身や周囲の人を傷つけてしまったり
トラブルに巻き込まれてしまうことが問題である。さらな
る研究が進み、このような人たちが抱える課題を未然に防
げることを願う。
謝辞 A4横型に対するガイドを基に，本稿を作成した．

クラスファイルの作成においては，京都大学の中島　浩氏
にさまざまなご教示を頂き，さらに BiBTEX関連ファイル
の利用についても快諾頂いたことを深謝する．また，A4

横型に対するガイドを作成された当時の編集委員会の担当
者に深謝する．
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